（定例・個人）　　　　　　　　　　　　　　　（報告　赤石　　　　）　

	山（山域・ルート）中木川烏帽子沢右俣（裏妙義）


【日時】１７年　５月２９日（日）日帰り　
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【メンバー】

中村、田中、石川、簑島

後藤、赤石


（計　６　名）

【行動記録】

旧桜木公民館前（6:05）－国民宿舎裏妙義(8:10)　－烏帽子沢出合（9:45）－

烏帽子岩付近の登山道（13:35）－丁須の頭（14:55）－国民宿舎P（16:00）－大宮（19:30）
　　　　　　　　　　　　　　　　
上り ５時間　下り　3.5時間
【装備・食料等】

共同装備：トランシーバー、携帯電話、ツエルト、ザイル（８ｍｍ＊３０ｍ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

個人装備：ヘッドランプ、雨具、沢シューズ､ハーネス､環付きカラビナ､スリング数本、エイト環（またはＡＴＣ）、ヘルメット､帽子、コンパス、タオル、昼食､行動食､飲み物、防寒､防風着､着替え､国民宿舎でお風呂に入れるのでそのセット　
【感想】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　新人は入会後初めての山行が沢登りという、多少無謀と思いましたが、よき指導者による服装のアドバイス、また装備の買い物を付き添って戴いたり意欲増進。しかし入念な装備の準備と緊張のあまり、当日前夜はほとんど眠れない状態で朝を迎えました。

山に近いメンバーのいる上尾で全員集合を確認して東松山より関越道へ入る。蒸し暑く霞んでおり上越の山はおろか赤城、榛名ですら裾野しか見えない。しかし霞む中に表妙義そして裏妙義が浮かんでくるとその異様ぶりから緊張感が高まる。

駐車場で沢装備を装着し、籠沢を進み、木戸より入渓する。いきなり目前に１０ｍ位のＣＳがたちはだかる。すごいこれを登るのか？トップは軽い身のこなしで登っていってしまう。ザイルさばきも見事だ。コース図によるとこの滝は載っていない。烏帽子沢出合で休憩し、ガイド通りに最初の８ｍＣＳを高巻く、下った所が足場のないへつりで緊張する。湿った所ほど沢靴の踏ん張りが大変利くのに驚いた。次のＣＳは右側から十分な手がかりと枝もしっかりしている。二股を右へ入り薄暗いが枯れ沢みたいな所をつめていく。さらなる二股を左へゆくが急に次から次と滝が出てくる。その滝がどれもホールドが細かく、ザレ気味で踏ん張りがきかない。登ったらすぐまた目の前に５～８ｍ位の滝が次々と出てきてみな同じような形しており、遡行図でどこまで来てるのか全然わからなくなってしまった。

「とにかく越える越えるどこまでも、越えなければ下れない」。絵本「ぐりとぐら」に出てくるようなフレーズが頭をぐるぐるよぎる。（この沢ほんとに初心者用ですか？）ガイドを改めてみると「初心者の滝登りトレーニングにお勧め」とのサブタイトル。信じられない！。ザイルを出すようなところばっかり休憩は待ち時間で十分。待ち時間の時に近くの人に初心者用か尋ねるとやはり半数程は疑ってる模様。けれども１０ｍに足らない滝だけが続くのは初級だとの声もある。初級はまだわかるとしても、初心者にお勧めとは思えない。お昼もとっくにまわり時間もおしているようだが休めそうな場所もない。だんだん上りが急になりＶ字の細い所を枯葉で滑るのを注意しながら登ってゆくがどんどん急になるばかり全く進めない様な状態になってしまう。なんとかザイルを出し尾根へとっかかる。近くに登山者の声が聞こえてくるようになり急な尾根を登りきると「でたー！」歓声が上がる。登山道に沿って赤岩に向かうがなかなか現れない。どうやら烏帽子岩に近い辺りを詰めたようだ。どこまで行っても座れる所はなさそうだが、ここならという日陰で昼飯にして靴を履き替える。

履き慣れた登山靴は重くて持ってこれない為運動靴だが、慣れないので足運びが慎重だ。その後、赤岩の長い鎖のトラバース、ヤマツツジが映える尾根道、チムニーを乗り越え、丁須の頭にたどり着く。ここから鍵沢の方面はヒルが多いという。「えっ！ヒルいるの？」悲鳴が聞こえる。「高野聖だっけ？」「泉鏡花でしたっけ」「そう」私はまだ読んでません。そんな話しながらどんどん右へ曲がり籠沢への急降がはじまる。もう１５時すぎ、事情あって急ぐ者あり先発組と後発組に分かれる。帰りの関越では恒例の渋滞に阻まれたが無事帰京する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　初めての沢登りは待ち時間多く体より精神が疲れた感じでした。山道に出たときの爽快感は格別のものがありました。足場の悪いところを運動靴で下山するという非常識さが新鮮で楽しかったです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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